
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

1

つくばの社工におけるデータサイエンス教育

筑波大学 理工学群 社会工学類長
鈴木 勉

数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム
2021年度関東・首都圏ブロック 第8回シンポジウム
2022年2月22日



2

“つくばの社工”の理念

“社会工学”とは？

社会問題に対して、数理的アプローチを適用して
ソリューション（解決）に結びつけること



“つくばの社工”の理念
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“つくばの社工”の目的は？

複雑に絡み合う社会問題のメカニズムを

科学的・工学的に理解し、

新たなよりよい社会システムを提案できる

人材を育成すること

社会問題解決のための
実践的なデータサイエンス



“つくばの社工”の3つの重要な問題領域
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社会という対象＝人間行動の場を
「社会・経済」「企業・経営」「都市・地域」

の3つの視点から複眼的に捉える



３主専攻からなる文理融合の多様性
社会経済システム主専攻
社会・経済システムを理解・設
計・検証する経済学や心理学等
の手法を習得し、社会全体の厚
生（幸福度）の改善を行うため
の数理的方策を提案する能力の
育成を目指している
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経営工学主専攻
企業をはじめとする
組織体の管理・運
営・意思決定に関す
る問題を合理的にと
らえ、「数学力・IT
力・現場力」を活か
して問題を解決でき
る人材の育成を目指
している

都市計画主専攻
社会工学の様々な科学
的・工学的方法を現実の
都市・地域の問題に応用
して、それを分析し解決
策を見出せる能力の育成
を目指している



講義と演習をセットにした実践的な専門教育
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特定分野協力校としての参画



”つくばの社工”が取り組んでいること
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- 社会工学データサイエンス・ケースバンクの構築

- カリキュラムのバージョンアップ
（社会工学カリキュラム2.0）

- PBL型授業の強化



企業・自治体などと連携したデータ活用研究事例を集積し、
授業や卒業研究で活用できる「データサイエンス・ケースバンク」を構築
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2020年度：データ活用実事例を集積し、授業と連動可能な「データサイエンス・ケースバンク」構築着手
2021年度（社工カリキュラム2.0):既存カリキュラムをAI、IoTなど最新の技術動向を踏まえ補強

追体験可能なケースバンク構築から始めるアプローチ



人材養成目的
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人間行動が複雑に絡み合う社会的諸問題を工学的･実践
的･戦略的に分析するために必要な文理融合型思考能力と
データ分析・活用能力を持ち，総合的な問題解決のため
のシステムを設計できる人材を養成します。



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）
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筑波大学学士課程の教育目標に基づく修得すべき知識・
能力(汎用コンピテンス)を修得し，学修の成果が次の到
達目標に達したと認められる者に，学士(社会工学)の学
位を授与します。
- 経済･企業･都市などの社会システムに関する基礎的理
解と洞察力を有し，社会環境における不確実性を縮減
するためにエビデンスに基づいた具体的政策を提言す
ることができる。

- 複雑な社会が直面する諸問題を解決するために，数学
(微積分・線形代数)・統計学(データ解析)･情報技術
(プログラミング)に関する知識をツールとして用いる
ことができる。

- …（以下略）



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）
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学士（社会工学）に係る学修成果を身に付けるためのプログ
ラムとして，次の方針に基づき教育課程を編成･実施します。
（総合的な方針）
現代社会が直面する複雑･多様な諸問題は，…（中略）…こ
のような現状に対処するため，3つの主専攻分野を設け，政
府･地方自治体･企業組織･地域社会が策定する政策や計画の
決定過程における科学性・実証性を重視し，専門性と学際性
の両面に優れた能力を身に付けられることを目標としていま
す。このため，入学時には主専攻を決めず，…（以下略）
（特色）
実社会が直面する諸問題について，政府・地方自治体・企業
組織・地域社会と連携した問題解決型の学修機会を設けてい
ます。また，各主専攻の特性に応じたデータ分析・活用の演
習を設けており，実践的なデータ活用人材を育成するための
基盤が整っています。



社会工学データサイエンス・ケースバンク

13

みなさまの忌憚のないフィードバックをお寄せください
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